
JP 2018-80329 A 2018.5.24

10

(57)【要約】
【課題】
　従来、メッキ処理が困難と言われていたポリエチレン
系樹脂等の成形品にメッキ処理するための技術として、
メッキ助剤用の共重合体の製造方法を提供する。
【解決手段】
　メッキ助剤用の共重合体の製造方法であって、前記メ
ッキ助剤用の共重合体が、第１のモノマー（Ａ）と、第
２のモノマー（Ｂ）との共重合体であり、前記モノマー
（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖
を有する、（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルア
ミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、
αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれる
いずれかのモノマーであり、前記モノマー（Ｂ）が、そ
の側鎖に金属吸着能を付与するための構造を有するモノ
マーである共重合体の製造方法。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メッキ助剤用の共重合体の製造方法であって、前記メッキ助剤用の共重合体が、第１の
モノマー（Ａ）と、第２のモノマー（Ｂ）との共重合体であり、
　前記モノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ
）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサ
ン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、
　前記モノマー（Ｂ）が、その側鎖に金属吸着能を付与するための構造を有するモノマー
である共重合体の製造方法。
【請求項２】
　前記モノマー（Ｂ）の側鎖が、アミン構造またはキレートとなる構造を有することで金
属吸着能を有するモノマーである請求項１記載の共重合体の製造方法。
【請求項３】
　前記モノマー（Ｂ）が、３級アミンの（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド
、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィン及び置換スチレンからな
る群より選ばれるいずれかのモノマーである請求項１記載の共重合体の製造方法。
【請求項４】
　前記モノマー（Ｂ）が、オキシラニル基を有する（メタ）アクリレート、（メタ）アク
リルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィン及び置換スチ
レンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーである請求項１記載の共重合体の製造方
法。
【請求項５】
　請求項４記載の共重合体の製造方法により得られた共重合体の前記モノマー（Ｂ）由来
のオキシラニル基に、３級アミンを有する化合物を反応させることで、オキシラニル基の
一部を３級アミンの側鎖とすることを特徴とする共重合体の製造方法。
【請求項６】
　メッキ助剤用の共重合体の製造方法であって、前記メッキ助剤用の共重合体が、第１の
モノマー（Ａ）と、第２のモノマー（Ｂ）との共重合体であり、
　前記モノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ
）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサ
ン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、
　前記モノマー（Ｂ）が、その側鎖にオキシアルキレン基を有する（メタ）アクリレート
、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィ
ン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーである共重合体の製造方
法。
【請求項７】
　前記共重合体が、前記モノマー（Ａ）が重合した部分であるモノマー（Ａ）由来重合ブ
ロックと、前記モノマー（Ｂ）が重合した部分であるモノマー（Ｂ）由来重合ブロックと
を有するブロック共重合体であることを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の共重
合体の製造方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の共重合体の製造方法により製造された共重合体を溶媒
に分散させメッキ助剤液を調製する助剤液調製工程と、
　前記メッキ助剤液に、樹脂成形品を接触させて前記樹脂成形品の表層に前記共重合体の
層を設ける表層修飾工程と、
　前記共重合体の層が設けられた樹脂成形品を、ナノ金属分散液に接触させて前記共重合
体層にナノ金属層を設ける表層触媒化工程と、
　前記ナノ金属層が設けられた樹脂成形品を、無電解メッキ処理することで、前記ナノ金
属層を介して樹脂成形品にメッキ処理層を設けるメッキ処理工程と
　を有することを特徴とする樹脂成形品のメッキ処理方法。
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【請求項９】
　前記樹脂成型品が、ポリエチレン系樹脂の成形品であることを特徴とする請求項８記載
のメッキ処理方法。
【請求項１０】
　前記ポリエチレン系樹脂の成形品が、ＬＤＰＥを含有する樹脂により成形された成形品
であることを特徴とする請求項９記載のメッキ処理方法。
【請求項１１】
　第１のモノマー（Ａ）由来の構造と、第２のモノマー（Ｂ）由来の構造とを有するメッ
キ助剤用の共重合体であって、
　前記モノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ
）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサ
ン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、
　前記モノマー（Ｂ）が、金属吸着能を付与するための側鎖を有し、（メタ）アクリレー
ト、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフ
ィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーである共重合体。
【請求項１２】
　前記モノマー（Ｂ）由来の構造が金属吸着能を有する請求項１１記載の共重合体。
【請求項１３】
　第１のモノマー（Ａ）由来の構造と、第２のモノマー（Ｂ）由来の構造とを有するメッ
キ助剤用の共重合体であって、
　前記モノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ
）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサ
ン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、
　前記モノマー（Ｂ）が、その側鎖にオキシアルキレン基を有する（メタ）アクリレート
、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィ
ン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーである共重合体。
【請求項１４】
　請求項１１～１３のいずれかに記載の共重合体を含有するメッキ助剤。
【請求項１５】
　請求項１１～１３のいずれかに記載の共重合体を含有する層と、メッキ層とを有するポ
リエチレン系樹脂の成形品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、共重合体および共重合体の製造方法に関する。また、その共重合体を含有す
るメッキ助剤、そのメッキ助剤を用いたメッキ方法に関する。これらは、ポリエチレン系
樹脂等のメッキに適した技術である。また、本発明は共重合体を含有する層とメッキ層と
を有するポリエチレン系樹脂の成形品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリエチレン（ＰＥ）は、廉価で、疎水性や耐薬品性に優れていることなどから、容器
や包装材等に広く利用されている樹脂である。一方で、ポリエチレンは、表面特性の改質
が難しく、本来備えている性質の範囲にその用途が制限されていた。
【０００３】
　本発明者らは、ポリエチレンの表面特性を改質し、例えば親水性や接着性を付与するこ
とができる、側鎖結晶性ブロック共重合体（ＳＣＣＢＣ：Side Chain Crystalline Block
 Copolymer）を利用する技術を提供してきた。例えば、本発明者らは、長鎖アルカン基を
保有し側鎖結晶性を示すモノマーと溶媒親和性を示すモノマーを用いたブロック共重合体
である、ＳＣＣＢＣを用いた表面修飾材料を開示している（特許文献１）。
【０００４】
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　一方、プラスチック樹脂へのメッキは、製品の外観を高級化させたり、耐熱性、耐擦過
性、耐衝撃性、耐候性などの機械的性質を向上させるために従来から広く行われている。
これらの従来のメッキは、ＡＢＳ樹脂、ナイロン（ポリアミド）樹脂などに行われるもの
だった。これは、プラスチック樹脂等にメッキを行うためには、プラスチック樹脂にメッ
キが密着するための表面状態を形成する表面処理があるためであり、その表面処理に適し
た樹脂が限られていたためである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－２２９７２５号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】X. P. ZOU, E. T. KANG*, and K. G. NEOH ,“PE Adhesion Enhancemen
t of Evaporated Copper on HDPE Surface Modified by Plasma Polymerization of Glyc
idyl Methacrylate.”, POLYMER ENGINEERING AND SCIENCE, OCTOBER 2001, Vol. 41, No
. 10
【非特許文献２】JU-SHIK KONG, DONG-JIN LEE, HAN-DO KIM ,“PE SurfaceModification
 of Low-DensityPolyethylene (LDPE)”, Journal of Applied Polymer Science, Vol. 8
2, 1677-1690 (2001)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　プラスチック樹脂へのメッキについては、金属光沢調の種々の製品を作るためや、プリ
ント配線板のように金属メッキ層の金属としての特徴と、基盤のプラスチックとしての特
徴とを活用するためのように、様々な用途が期待される。しかし、ポリエチレンへのメッ
キについては、ＡＢＳ樹脂等へのメッキを行う技術を転用することが難しく、プラズマ照
射などによるエッチングを施しメッキ処理を行う手法等が検討（例えば、非特許文献１～
２）されているが、十分には実用化や市販化に至っていない。
【０００８】
　これは、ポリエチレンが強酸・強アルカリに耐性を有するため、その表面が粗化されに
くくメッキに適した状態に改質しにくいことによるものと考えられている。さらには、ポ
リエチレンは極性構造を持たないことからもメッキを行いにくい。プラズマ照射などを行
うなどの手法でメッキができる可能性が示唆されることもあるが、ポリエチレン系樹脂成
形品全体への影響も大きく採用しにくかったり、成形品の形態によっては表面改質される
場所を調整しにくかったり、メッキができても表面状態が不均一なため部分的なメッキと
なったり均質性が低いものであった。
【０００９】
　係る状況下、本発明者らは、ＳＣＣＢＣの技術を応用し、ポリエチレン系樹脂の成形品
との接着性に優れた構造と金属吸着能を有する構造とを有するＳＣＣＢＣをポリエチレン
系樹脂の成形品の表層に設けることで、この層を介してメッキすることで、ポリエチレン
系樹脂の成形品にメッキ層を設けやすくなることを見出した。すなわち、本発明の目的は
、ポリエチレン系樹脂等の成形品にメッキ処理するための技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者は、上記課題を解決すべく鋭意研究を重ねた結果、下記の発明が上記目的に合
致することを見出し、本発明に至った。
【００１１】
　すなわち、本発明は、以下の発明に係るものである。
　＜１＞　メッキ助剤用の共重合体の製造方法であって、前記メッキ助剤用の共重合体が
、第１のモノマー（Ａ）と、第２のモノマー（Ｂ）との共重合体であり、
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　前記モノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ
）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサ
ン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、
　前記モノマー（Ｂ）が、その側鎖に金属吸着能を付与するための構造を有するモノマー
である共重合体の製造方法。
　＜２＞　前記モノマー（Ｂ）の側鎖が、アミン構造またはキレートとなる構造を有する
ことで金属吸着能を有するモノマーである前記＜１＞記載の共重合体の製造方法。
　＜３＞　前記モノマー（Ｂ）が、３級アミンの（メタ）アクリレート、（メタ）アクリ
ルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィン及び置換スチレ
ンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーである前記＜１＞記載の共重合体の製造方
法。
　＜４＞　前記モノマー（Ｂ）が、オキシラニル基を有する（メタ）アクリレート、（メ
タ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィン及び
置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーである前記＜１＞記載の共重合
体の製造方法。
　＜５＞　前記＜４＞記載の共重合体の製造方法により得られた共重合体の前記モノマー
（Ｂ）由来のオキシラニル基に、３級アミンを有する化合物を反応させることで、オキシ
ラニル基の一部を３級アミンの側鎖とする共重合体の製造方法。
　＜６＞　メッキ助剤用の共重合体の製造方法であって、前記メッキ助剤用の共重合体が
、第１のモノマー（Ａ）と、第２のモノマー（Ｂ）との共重合体であり、
　前記モノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ
）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサ
ン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、
　前記モノマー（Ｂ）が、その側鎖にオキシアルキレン基を有する（メタ）アクリレート
、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィ
ン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーである共重合体の製造方
法。
【００１２】
　＜７＞　前記共重合体が、前記モノマー（Ａ）が重合した部分であるモノマー（Ａ）由
来重合ブロックと、前記モノマー（Ｂ）が重合した部分であるモノマー（Ｂ）由来重合ブ
ロックとを有するブロック共重合体である前記＜１＞～＜６＞のいずれかに記載の共重合
体の製造方法。
　＜８＞　前記＜１＞～＜７＞のいずれかに記載の共重合体の製造方法により製造された
共重合体を溶媒に分散させメッキ助剤液を調製する助剤液調製工程と、
　前記メッキ助剤液に、樹脂成形品を接触させて前記樹脂成形品の表層に前記共重合体の
層を設ける表層修飾工程と、
　前記共重合体の層が設けられた樹脂成形品を、ナノ金属分散液に接触させて前記共重合
体層にナノ金属層を設ける表層触媒化工程と、
　前記ナノ金属層が設けられた樹脂成形品を、無電解メッキ処理することで、前記ナノ金
属層を介して樹脂成形品にメッキ処理層を設けるメッキ処理工程とを有する樹脂成形品の
メッキ処理方法。
　＜９＞　前記樹脂成型品が、ポリエチレン系樹脂の成形品である前記＜８＞記載のメッ
キ処理方法。
　＜１０＞　前記ポリエチレン系樹脂の成形品が、ＬＤＰＥを含有する樹脂により成形さ
れた成形品である前記＜９＞記載のメッキ処理方法。
【００１３】
　＜１１＞　第１のモノマー（Ａ）由来の構造と、第２のモノマー（Ｂ）由来の構造とを
有するメッキ助剤用の共重合体であって、
　前記モノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ
）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサ
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ン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、
　前記モノマー（Ｂ）が、金属吸着能を付与するための側鎖を有し、（メタ）アクリレー
ト、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフ
ィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーである共重合体。
　＜１２＞　前記モノマー（Ｂ）由来の構造が金属吸着能を有する前記＜１１＞記載の共
重合体。
　＜１３＞　第１のモノマー（Ａ）由来の構造と、第２のモノマー（Ｂ）由来の構造とを
有するメッキ助剤用の共重合体であって、
　前記モノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ
）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサ
ン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、
　前記モノマー（Ｂ）が、その側鎖にオキシアルキレン基を有する（メタ）アクリレート
、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィ
ン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーある共重合体。
　＜１４＞　前記＜１１＞～＜１３＞のいずれかに記載の共重合体を含有するメッキ助剤
。
　＜１５＞　前記＜１１＞～＜１３＞のいずれかに記載の共重合体を含有する層と、メッ
キ層とを有するポリエチレン系樹脂の成形品。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明のメッキ方法によれば、ポリエチレン系樹脂の成形品のような従来メッキ処理が
困難と言われていた樹脂成形品にメッキ処理を行うことができる。また、本発明はこのメ
ッキ処理に適したメッキ助剤等を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る共重合体の製造例を説明するための反応式である。
【図２】本発明に係る共重合体のＩＲスペクトルを示す図である。
【図３】本発明に係る共重合体を用いて表面修飾および表層触媒化したときのＩＲスペク
トルを示す図である。
【図４】本発明によりメッキ処理したフィルムの外観を示す図である。
【図５】本発明に係るメッキ処理フィルムのＸＲＤ分析結果を示す図である。
【図６】本発明に係るメッキ処理フィルムのＳＥＭ観察像を示す図である。
【図７】本発明によるメッキ処理前後の多孔質膜の外観を示す図である。
【図８】実施例４に係るメッキ処理の結果を示す写真である。
【図９】実施例５に係るメッキ処理の結果を示す写真である。
【図１０】実施例６に係るメッキ処理の結果を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に本発明の実施の形態を詳細に説明するが、以下に記載する構成要件の説明は、本
発明の実施態様の一例（代表例）であり、本発明はその要旨を変更しない限り、以下の内
容に限定されない。
【００１７】
　本発明の共重合体の製造方法は、メッキ助剤用の共重合体の製造方法であって、前記メ
ッキ助剤用の共重合体が、第１のモノマー（Ａ）と、第２のモノマー（Ｂ）との共重合体
であり、前記モノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、
（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シ
ロキサン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーで
あり、前記モノマー（Ｂ）が、その側鎖に金属吸着能を付与するためのモノマーである共
重合体の製造方法に関する。
【００１８】
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　また、本発明の共重合体は、第１のモノマー（Ａ）由来の構造と、第２のモノマー（Ｂ
）由来の構造とを有するメッキ助剤用の共重合体であって、前記モノマー（Ａ）が、その
側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ）アクリレート、（メタ）アク
リルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィン及び置換スチ
レンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、前記モノマー（Ｂ）が、金属吸
着能を付与するための側鎖を有し、（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビ
ニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群
より選ばれるいずれかのモノマーに関する。なお、本願において、本発明の共重合体は、
本発明の共重合体の製造方法により製造することができる。
【００１９】
［第１のモノマー（Ａ）］
　本発明に係る共重合体の製造方法は、ポリエチレンに代表されるようなメッキ対象の樹
脂との接着性が優れたＳＣＣＢＣを得るために第１のモノマー（Ａ）を選択して用いる。
そして本発明の共重合体は、このモノマー（Ａ）由来の構造単位を有する。
【００２０】
　この第１のモノマー（Ａ）として、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有す
る、（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル
、シロキサン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマ
ーを用いる。この側鎖の炭素数や構造に応じて、ポリエチレン系樹脂の成形品との接着性
を調整することができる。なお、ここで、本願において、「(メタ)アクリレート」とは、
アクリレート及びメタアクリレートの両者を意味する。同様に、「（メタ）アクリルアミ
ド」とは、アクリルアミドおよびメタアクリルアミドの両者を意味する。
【００２１】
　その側鎖として、アルカン鎖を有するものを用いるとき、その炭素数は８以上であるこ
とが好ましい。なお、このアルカン鎖は直鎖状のアルカン鎖であることが好ましい。一方
、その上限は、共重合体として重合することができ、ポリエチレンとの接着性を維持する
ことができる範囲で適宜設定することができる。具体的な上限としては、現実的には５０
以下が好ましく、４０以下がより好ましく、３０以下がさらに好ましい。アルカン鎖が大
きすぎると共重合体として適当な立体構造がとれなかったり、重合条件の設定が難しくな
ったりする場合がある。
【００２２】
　このような側鎖を有する具体的なモノマーとしては、側鎖が、デシル基、ドデシル基、
トリデシル基、テトラデシル基、ヘキサデシル基、ステアリル基、ドコシル基およびベヘ
ニル基からなる群から選択されるいずれかのアルキル基を有する（メタ）アクリレートが
あげられる。これらのモノマーは、本発明の共重合体の重合反応条件の設定が行いやすく
、また、これらのモノマーを用いた共重合体は優れた撥水性を付与しやすい。
【００２３】
　本発明の共重合体に用いられるモノマー（Ａ）は、前述したアルカン鎖の側鎖を有する
（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シ
ロキサン、αオレフィン、置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであ
る。これらの（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニル
エステル、シロキサン、αオレフィン、置換スチレンといった構造が、共重合体としての
モノマー（Ａ）由来の構造の主鎖を形成する。
【００２４】
　［第２のモノマー（Ｂ）］
　本発明に係る共重合体の製造方法は、メッキを行ったときメッキ助剤に用いたＳＣＣＢ
Ｃを介してそのメッキ層が形成されやすいように第２のモノマー（Ｂ）を選択して用いる
。そして本発明の共重合体は、このモノマー（Ｂ）由来の構造単位を有する。
【００２５】
　前記モノマー（Ｂ）は、その側鎖に金属吸着能を付与するためのモノマーである。ここ
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で「金属吸着能」とは、分子構造に極性基を有するために金属や金属イオンと吸着特性を
示したり、金属や金属イオンと化学結合したり、錯形成しやすい分子構造が共重合体内に
設けられ、その構造が被処理物（ポリエチレン樹脂の成形品等）の表層に配置されること
で金属や金属イオンが担持され吸着・保持される性質を有することをいう。具体的な金属
吸着能を示す分子構造としては、アミンや、キレート等があげられ、これらの構造が側鎖
になるような共重合体の主鎖構造を有する化合物が、モノマー（Ｂ）として使用すること
ができる。または、モノマー（Ａ）と、モノマー（Ｂ）との共重合体を形成させた後、そ
のモノマー（Ｂ）の側鎖を金属吸着構造（前述したアミンやキレート等）に改質すること
ができるものを用いることもできる。この改質は、重合直後のモノマー（Ｂ）由来の側鎖
としては反応性基となり、その反応性基と反応して金属吸着能を有する側鎖となる化合物
を反応させて、金属吸着能を有することもできる。また、キレートを側鎖とするとき、い
わゆるキレート樹脂の側鎖構造を利用できる。キレート樹脂は官能基の構造により金属元
素との錯形成能が調整でき、この錯形成により金属吸着することができる。たとえば、イ
ミノ二酢酸（ＩＤＡ）基、低分子ポリアミン基、アミノリン酸基、イソチオニウム基、ジ
チオカルバミン酸基、グルカミン基等の種々の官能基をもつキレート樹脂の構造となるよ
うに、モノマー（Ｂ）を選択して利用することができる。
【００２６】
　この前記モノマー（Ｂ）を具体的に例示すると、３級アミンを有する（メタ）アクリレ
ート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレ
フィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーが好ましいモノマー
としてあげられる。このモノマーは、３級アミンが共重合体の側鎖となり金属吸着能を発
揮する。さらに、（メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビ
ニルエステル、シロキサン、αオレフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいず
れかは、共重合体の主鎖を形成する。
【００２７】
　または、この前記モノマー（Ｂ）として、オキシラニル基を有する（メタ）アクリレー
ト、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフ
ィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーが好ましいモノマーと
してあげられる。
　これらのモノマーを用いて得られる共重合体は、側鎖にオキシラニル基を有するものと
なる。この側鎖のオキシラニル基を反応性基として、イミノ二酢酸を反応させると、側鎖
に、イミノ二酢酸由来の３級アミンの構造を有するものとなり、金属吸着能を有するもの
となる。（図１参照）
【００２８】
　また、本発明は、メッキ助剤用の共重合体の製造方法であって、前記メッキ助剤用の共
重合体が、第１のモノマー（Ａ）と、第２のモノマー（Ｂ）との共重合体であり、前記モ
ノマー（Ａ）が、その側鎖に炭素数８以上の長さのアルカン鎖を有する、（メタ）アクリ
レート、（メタ）アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオ
レフィン及び置換スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーであり、前記モノ
マー（Ｂ）が、その側鎖にオキシアルキレン基を有する（メタ）アクリレート、（メタ）
アクリルアミド、ビニルエーテル、ビニルエステル、シロキサン、αオレフィン及び置換
スチレンからなる群より選ばれるいずれかのモノマーである共重合体の製造方法とするこ
とができる。また、このモノマー（Ａ）と、モノマー（Ｂ）として側鎖にオキシアルキレ
ン基を有するモノマーを用いた共重合体とすることができる。このような共重合体をメッ
キ助剤として用いることで、非常に優れた樹脂成形品に対するメッキ接着性を奏すること
ができる。
【００２９】
　この第１のモノマー（Ａ）は前述したものを同様に用いることができる。そして第２の
モノマー（Ｂ）として、その側鎖にオキシアルキレン基を有するモノマーを用いるもので
ある。ここで、オキシアルキレン基とは、一般式－（ＣnＨ2nＯ）－で表される基である
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。この一般式において、ｎは１～１０までの整数であることが好ましい。例えば、ｎが１
のとき、オキシメチレン、ｎが２の時オキシエチレンと呼ばれる。これらのオキシアルキ
レン基が複数つながることで、ポリオキシアルキレン基と呼ばれる。これらのオキシアル
キレン基や、ポリオキシアルキレン基を有するモノマーを第２のモノマー（Ｂ）として用
いて共重合体を作成しメッキ助剤として利用することで、優れたメッキ接着性を奏するこ
とができる。ポリオキシアルキレン基を側鎖に有するモノマーとしては、例えば、ジ（エ
チレングリコール）エチルエーテルアクリレート（ＣＨ2＝ＣＨ（ＣＯ）Ｏ（ＣＨ2―ＣＨ

2―Ｏ―）2Ｃ2Ｈ5）、ポリエチレングリコール－モノアクリレート（ＣＨ2＝ＣＨ（ＣＯ
）Ｏ（ＣＨ2―ＣＨ2―Ｏ―）nＨ）（ｎ＝２～１０）、メトキシ－ポリエチレングリコー
ル－アクリレート（ＣＨ2＝ＣＨ（ＣＯ）Ｏ（ＣＨ2―ＣＨ2―Ｏ―）ｎＣＨ3）（ｎ＝２～
９）などが挙げられる。より具体的には、ポリ（エチレングリコール）モノアクリレート
（Poly(ethylene glycol) monoacrylate（ＰＧＭＡ））などがあげられる。
【００３０】
　本発明の共重合体は、前述したモノマー（Ａ）と、モノマー（Ｂ）との共重合体である
。本発明の共重合体は、ランダム共重合体、交互共重合体、ブロック共重合体、トリブロ
ック共重合体等のいずれであってもよいが、好ましくは、ブロック共重合体である。また
、本発明の共重合体を製造する方法においても、前記共重合体が、前記モノマー（Ａ）が
重合した部分であるモノマー（Ａ）由来重合ブロックと、前記モノマー（Ｂ）が重合した
部分であるモノマー（Ｂ）由来重合ブロックとが、それぞれのブロックを形成しながら結
合しているブロック共重合体となるように製造することが好ましい。ブロック共重合体と
することで、モノマー（Ａ）の構造ユニットと、モノマー（Ｂ）の構造ユニットとのそれ
ぞれの機能が十分に発揮されやすくなる。モノマー（Ａ）とモノマー（Ｂ）との共重合体
は、各種リビング重合法（ラジカル、アニオン、カチオン）等の公知の技術により重合す
ることが可能である。リビングラジカル重合法としては、ＮＭＰ法やＡＴＲＰ法、ＲＡＦ
Ｔ法などを用いることができる。
【００３１】
　例えば、メッキ対象となるポリエチレン系樹脂成形品と化学結合する側鎖を有するモノ
マー（Ａ）を選択する工程でモノマー（Ａ）を選択する。また、メッキ助剤としての金属
吸着能を付与するために第２のモノマー（Ｂ）を選択する工程でモノマー（Ｂ）を選択す
る。そして、ここで選択されたモノマー（Ａ）を重合溶媒に開始剤と共に混合してモノマ
ー（Ａ）混合溶液を調製するモノマー（Ａ）混合溶液調製工程を行う。次に、この混合溶
液調製工程で調製されたモノマー（Ａ）混合溶液を、適当な重合温度（例えば約９０～１
２０℃）で、リアクター内で適宜撹拌しながら、窒素雰囲気等の下でリビングラジカル重
合等の開始剤の重合機構に基づくモノマー（Ａ）重合工程を行い、モノマー（Ａ）ブロッ
ク重合体を得る。さらに、このモノマー（Ａ）ブロック重合体を混合させている溶液に、
別途選択されているモノマー（Ｂ）を混合して、溶液中のラジカル等によってさらにモノ
マー（Ｂ）を重合させるモノマー（Ｂ）重合工程を行う。これにより、モノマー（Ａ）由
来ブロックとモノマー（Ｂ）由来ブロックを有するブロック共重合体を得ることができる
。モノマー（Ａ）とモノマー（Ｂ）との重合を行う順序は、重合させようとするモノマー
種や分子量、それぞれの重合条件等に応じて変更してもよい。
【００３２】
　本発明の共重合体において、第１のモノマー（Ａ）由来の構造に対応する分子量（ｇ／
ｍｏｌ）と、第２のモノマー（Ｂ）由来の構造に対応する分子量（ｇ／ｍｏｌ）とは、そ
れぞれ５００以上であることが好ましい。第１のモノマー（Ａ）由来の構造に対応する分
子量が５００以上であることで、基材となるポリエチレン系樹脂に、より強固に接着する
ことができる。第１のモノマー（Ａ）由来の構造に対応する分子量は、１，０００以上で
あることが好ましく、２，０００以上であることがより好ましい。
【００３３】
　また、第２のモノマー（Ｂ）由来の構造に対応する分子量が５００以上であることで、
より金属吸着能を付与するための構造を十分に有する共重合体とすることができる。第２
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のモノマー（Ｂ）由来の構造に対応する分子量は、１，０００以上であることが好ましく
、２，０００以上であることがより好ましい。共重合体は、第１のモノマー（Ａ）及び第
２のモノマー（Ｂ）からなるものであってもよいし、本発明の目的を損なわない範囲でさ
らにその他のモノマーを含んでいてもよい。なお、これらの分子量は、ＧＰＣにより得ら
れる結果から、ポリスチレン換算で求めることができる値「Ｍｗ：重量平均分子量」であ
る。また、モノマー（Ｂ）由来の構造は溶媒に溶けにくいことから分子量を測定しにくい
場合がある。そのような場合には、元素分析、ＩＲ、ＮＭＲなどの手法により各々の分子
量を算出することができる。
【００３４】
　本発明の共重合体の一例として、下記化学式（Ｉ）で表されるポリマーが挙げられる。
これは、モノマー（Ａ）として、ベヘニルアクリレート（ＢＨＡ：側鎖のアルカン鎖が、
炭素数２２の直鎖状のアルカン基である。）を重合させ、その後、モノマー（Ｂ）として
メタクリル酸２－（tert-ブチルアミノ）エチル（2-(tert-Butylamino）ethyl methacryl
ate:ＴＢＡＥＭＡ)を用いて共重合させたブロック共重合体である。これは、いわゆるＡ
Ｂ型のブロック共重合体である。この共重合体は、モノマー（Ａ）であるＢＨＡ由来の構
造によりポリエチレン系樹脂成形品への接着性を示すブロック共重合体部を有し、一方で
、モノマー（Ｂ）であるＴＢＡＥＭＡ由来のアミン基構造により、ポリエチレン系樹脂成
形品等の基材（被処理物）に金属吸着能を付与することができる。なお、化学式（Ｉ）に
おいて、ｎは２～１，０００であることが好ましく、ｍは２～１，０００程度であること
が好ましい。このｎは、より安定してポリエチレン系樹脂の成形品と結合させるためには
５以上や、１０以上とすることがより好ましい。一方、このｍは金属吸着能の程度に応じ
て選択され、より安定した改質効果を得るためには５以上や、１０以上とすることがより
好ましい。これらのｎおよびｍは、それぞれの効果が十分に得られる範囲で、それぞれ８
００以下や、５００以下としてもよい。
【００３５】
【化１】

【００３６】
　本発明の共重合体は、メッキ助剤に用いられる。ここで本発明の共重合体を利用するメ
ッキは、本発明の共重合体のモノマー（Ａ）由来の構造が安定して接着する基材を対象と
するメッキを行う。特に、一般的にメッキ処理が難しいとされているポリエチレン系樹脂
成形品を対象とするが、このような成形品はそのものが非導電性素材である。このような
非導電性素材に対するメッキ方法としては自己触媒型の無電解メッキが代表的な手法であ
り、場合によってはさらに電気メッキも行われることがある。無電解メッキで行われる典
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型的なメッキとしてはニッケルメッキや、銅メッキがあげられる。
【００３７】
　これらのメッキを一連に行う代表的な方法としては、
　（工程１）本発明の共重合体の製造方法により製造された共重合体を溶媒に分散させメ
ッキ助剤液を調製する助剤液調製工程、
　（工程２）前記メッキ助剤液に、樹脂成形品を接触させて前記樹脂成形品の表層に前記
共重合体の層を設ける表層修飾工程、
　（工程３）前記共重合体の層が設けられた樹脂成形品を、ナノ金属分散液に接触させて
前記共重合体層にナノ金属層を設ける表層触媒化工程、
　（工程４）前記ナノ金属層が設けられた樹脂成形品を、無電解メッキ処理することで、
前記ナノ金属層を介して樹脂成形品にメッキ処理層を設けるメッキ処理工程、
　前記（工程１）～（工程４）の工程を有することを特徴とする樹脂成形品のメッキ処理
方法とすることができる。
【００３８】
　本発明の共重合体は前述したようなメッキを行うためのメッキ助剤に用いられる。この
メッキ助剤とは、ポリエチレン系樹脂成形品のメッキ場所となる任意の場所に、本発明の
共重合体の層を設けやすいように調製されたものである。例えば、最も活用しやすい液状
とするときは、本発明の共重合体は、適宜本発明の共重合体が分散や溶解可能な溶媒等に
混合させ、メッキ助剤液等にされる。このために、（工程１）の本発明の共重合体の製造
方法により製造された共重合体を溶媒に分散させメッキ助剤液を調製する助剤液調製工程
を行う。
【００３９】
　この溶媒としては、共重合体の具体的な構造にもよるが、酢酸ブチル等が好適に使用さ
れる。また、そのときの濃度も、ポリエチレン系樹脂成形品全体への塗工性を高めるとき
は低濃度で低粘性のものとして塗工したり、特定の部位に部分的に塗工する場合、高粘度
の流動性が低い状態で使用することもできる。
【００４０】
　次に、一部前述したようにメッキ助剤はポリエチレン系樹脂成形品に塗工して用いられ
る。例えば、液状のものを用いるときは、（２）前記メッキ助剤液に、樹脂成形品を接触
させてポリエチレン系樹脂の表層に前記共重合体の層を設ける表層修飾工程とする。この
樹脂成形品との接触は、ＳＣＣＢＣの分散液中に浸漬させたり、任意の位置に刷毛やスプ
レー、コーター等の塗工手段で塗工したりといった方法で接触させる。そして、分散液中
の溶媒は乾燥処理を行う等で除去することで、ポリエチレン系樹脂成形品の表層に共重合
体の層を設けることが一般的である。
【００４１】
　前記した工程で、前記共重合体の層が設けられた樹脂成形品を得ることができるため、
この層を利用して、無電解メッキ等の技術を適用してメッキ層を得ることができる。代表
的な工程としては、まず、前述した（３）ナノ金属分散液に接触させて前記共重合体層に
ナノ金属層を設ける表層触媒化工程を行う。そのあと、さらに、（４）前記ナノ金属層が
設けられた樹脂成形品を、無電解メッキ処理することで、前記ナノ金属層を介して樹脂成
形品にメッキ処理層を設けるメッキ処理工程を行う。これにより、ポリエチレン系樹脂の
成形品の表層に安定したメッキ層を設けることができる。
【００４２】
　このような本発明の共重合体やメッキ助剤等を用いて、本発明は、共重合体の層と、メ
ッキ層とを有するポリエチレン系樹脂の成形品とすることもできる。このメッキ層を有す
る成形品は、前述した製造方法により得られることからも、ポリエチレン系樹脂、共重合
体の層、メッキ層の順に配置された構成となる。また、この成形品であることは、各層を
剥離しながら分析したり、切断面の成分分析を行うなどの手法で確認することができる。
【００４３】
　本発明は、ポリエチレン系樹脂の成形品全般に適用できる。ここで、ポリエチレン系樹
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脂の成形品とは、エチレンを重合することで得られるメチレンが連続する主鎖構造を有す
る樹脂（ポリマー）を含有する成形品を指す。一般にポリエチレン系樹脂の成形品として
は、ポリエチレン構造のみの樹脂の濃度が高い成形品から、ポリエチレンに他の構造を共
重合させたポリエチレン系樹脂を用いた成形品や、これらの樹脂に、適宜、ポリエチレン
以外のポリオレフィン等の樹脂や成形助剤、顔料、紫外線吸収剤等の機能性付与剤を含有
させ、一部不純物等が含まれた状態の混合物を用いた成形品等が用いられている。本発明
においては、本発明により改質することができる範囲で、これらのポリエチレン系樹脂の
成形品を改質対象となる基材として選択することができる。また、適宜その状態や構造等
に応じて、モノマー（Ａ）やモノマー（Ｂ）、本発明に係る共重合体を塗工するための溶
剤等を選択して、様々なポリエチレン系樹脂の成形品に適した改質を行うことができる。
また、成形品の成形形態としては、特に限定されず、例えば、シート、板、繊維、多孔質
材料などの成形体が挙げられる。成形体の表層にあたる表面のみではなく、さらに孔内な
ど、その内部にも浸透させて多孔質材料の全体を改質することができる。このポリエチレ
ン系樹脂としては、特にＬＤＰＥを主とする（例えば、５０重量％以上含有）ものを用い
ることで、非常にメッキの安定性に優れたものを製造することができる。
【００４４】
　本発明により得られるメッキされた成形品は、メッキ層の金属種の特性を表層に有する
ものとなる。これは、構造物としてメッキされた樹脂成形品の従来の用途にも利用できる
し、そのメッキ層の特性を利用した用途の拡大も期待される。また、このとき、その形状
等は、各種構造物から、シート、フィルム、繊維状と、ポリエチレン系樹脂をベースとし
ていることからも、その成形品としての多様性を利用した種々の形状とすることができる
。
【実施例】
【００４５】
　以下、実施例により本発明を更に詳細に説明するが、本発明は、その要旨を変更しない
限り以下の実施例に限定されるものではない。
【００４６】
＜評価項目＞
［ＩＲスペクトル］
　Ｐｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍｅｒ社製フーリエ変換赤外分光分析装置「Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　ｔ
ｗｏ（登録商標）」を用いて、測定した。
［ＸＲＤ］
　島津製作所製　X線回折装置「ＸＲＤ－６１００」を用いて測定した。
［ＳＥＭ］
　日本電子株式会社性　走査電子顕微鏡「ＪＳＭ－６０６０」を用いて測定した。
【００４７】
＜重合体の製造＞
［原料］
［モノマー（Ａ）］
・モノマー（Ａ－１－１）：ＢＨＡ
　ベヘニルアクリレートを用いた。このモノマーは、炭素数２２のアルカン鎖を側鎖に有
するモノマーである。
【００４８】
［モノマー（Ｂ）］
・モノマー（Ｂ－１－１）：ＴＢＡＥＭＡ
　メタクリル酸２－（tert-ブチルアミノ）エチル（2-(tert-Butylamino）ethyl methacr
ylate:ＴＢＡＥＭＡ)を用いた。このモノマーは、側鎖に３級アミンを有し、メタクリレ
ート構造が、主鎖となるモノマーである。
【００４９】
・モノマー（Ｂ－２－１）：ＤＥＡＥＡ
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　2-(Diethylamino) ethyl Acrylate
【００５０】
・モノマー（Ｂ－２－２）：ＤＭＡＥＡ
　2-(Dimethylamino) ethyl Acrylate
【００５１】
・モノマー（Ｂ－３－１）：ＰＧＭＡ
　ポリ（エチレングリコール）モノアクリレート（Poly(ethylene glycol) monoacrylate
）
【００５２】
［重合開始剤］　Ｂｌｏｃ　Ｂｕｉｌｄｅｒ　ＭＡ　Ｎｏ．３３（アルケマ社製）
［ラジカル発生剤］　アゾビスイソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）
［溶媒］　酢酸ブチル
【００５３】
［基材］
［ＬＤＰＥフィルム］“ＵＢＥスーパーポリエチレン　ＵＭＥＲＩＴ　４５４０Ｆ”（宇
部興産製）
［ＨＤＰＥフィルム］“ＥＬ－Ｎ－ＡＮ”（新神戸電機株式会社製製）
［多孔膜］“Ｍｙｋｒｏｌｉｓ　（０．１μｍ）”（Ｅｎｔｅｇｒｉｓ社製）
【００５４】
［ＵＰＥ多孔膜（内径０．５μｍ）］“Ｍｙｋｒｏｌｉｓ　（０．５μｍ）”（Ｅｎｔｅ
ｇｒｉｓ社製）
［ＵＰＥ多孔膜（内径（１０ｎｍ））“Ｍｙｋｒｏｌｉｓ　（１０ｎｍ）”（Ｅｎｔｅｇ
ｒｉｓ社製）
【００５５】
［ナノパラジウム分散液］ “ナノパラジウム分散液”（株式会社ルネッサンス・エナジ
ー・リサーチ社社製）
［無電解銅メッキ浴］“ＯＰＣカッパーＮＣＡ”（奥野製薬工業株式会社製）
【００５６】
［メッキ助剤用の共重合体の設計］
　ポリエチレン系樹脂の成形品に、メッキするための助剤に用いる共重合体（１）の設計
を試みた。まず、ポリエチレン系樹脂との接着性を得るために、炭素数２２のアルカン鎖
を側鎖として有するアクリレートである、ＢＨＡ（モノマー（Ａ－１－１））を選択した
。次に、金属吸着能を有するモノマーとして３級アミンの側鎖を有するアクリレートであ
る前記モノマー（Ｂ－１－１）を選択した。そして、ここで選択されたモノマーを用いて
、ポリエチレン系樹脂の成形品に、メッキするための助剤に用いる共重合体（１）の製造
を行った。
【００５７】
［共重合体（１）の調製］
　ＢＨＡ６．７ｇ、酢酸ブチル６．７ｇ、開始剤０．３８５ｇを混合した溶液を、重合温
度約１０５℃、リアクターの撹拌速度７５ｒｐｍ、窒素雰囲気下でリビングラジカル重合
することにより、第１のモノマー（Ａ）であるＢＨＡ（モノマー（Ａ－１－１））のブロ
ック重合体を製造した。さらに、これにより得られたＢＨＡのブロック重合体の溶液に、
第２のモノマー（Ｂ）であるＴＢＡＥＭＡ（モノマー（Ｂ－１－１））を３．６１ｇ、酢
酸ブチルを３．７６ｇ投入してモノマー（Ａ－１－１）とモノマー（Ｂ－１－１）のブロ
ック共重合体である共重合体（１）を得た。この共重合体（１）の構造式を式（Ｉ）とし
て示す。なお、得られた共重合体（１）の分子量（Ｍｗ：重量平均分子量）を、ＧＰＣに
より測定し、ポリスチレン換算にて求めた。モノマー（Ａ－１－１）由来の構造は推算値
として約５，０００（ｇ／ｍｏｌ）、モノマー（Ｂ－１－１）由来の構造が約６，０００
（ｇ／ｍｏｌ）、Ｍｗ／Ｍｎが１．１の共重合体であった。また、共重合体（１）のＩＲ
分析を行った結果を図２に示す。共重合体（１）（ＳＣＣＢＣ）は、原料となるモノマー
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の双方由来のピークを有しており、共重合体となっていることを確認することができた。
【００５８】
［共重合体（２）の調製］
　前記共重合体（１）の調製においてＴＢＡＥＭＡ（モノマー（Ｂ－１－１））に代え、
ＤＥＡＥＡ（モノマー（Ｂ－２－１））を用いて、前記共重合体（１）の調製に準じて、
共重合体（２）の製造を行った。モノマー（Ａ－１－１）由来の構造は推算値として約８
，１０７（ｇ／ｍｏｌ）、モノマー（Ｂ－２－１）由来の構造が約１，３２１（ｇ／ｍｏ
ｌ）の共重合体であった。また、共重合体（２）（ＳＣＣＢＣ）も、ＩＲ分析の結果原料
となるモノマーの双方由来のピークを有しており、共重合体となっていることを確認する
ことができた。
【００５９】
［共重合体（３）の調製］
　前記共重合体（１）の調製においてＴＢＡＥＭＡ（モノマー（Ｂ－１－１））に代え、
ＤＥＡＥＡ（モノマー（Ｂ－２－１））を用いて、前記共重合体（１）の調製に準じて、
モノマー仕込み量を変更（ＢＨＡ：６．７ｇ、ＤＥＡＥＡ：３．７ｇ）し、共重合体（３
）の製造を行った。モノマー（Ａ－１－１）由来の構造は推算値として約８，０００（ｇ
／ｍｏｌ）、モノマー（Ｂ－２－１）由来の構造が約２，０００（ｇ／ｍｏｌ）の共重合
体であった。また、共重合体（３）（ＳＣＣＢＣ）も、ＩＲ分析の結果原料となるモノマ
ーの双方由来のピークを有しており、共重合体となっていることを確認することができた
。共重合体（３）の一般式を以下に示す。この共重合体（３）や後述する共重合体（４）
等は、低級アルキレン基（炭素数１～５程度のアルキレン、共重合体（３）等ではエチレ
ン基）を介して側鎖となるアミンを有するアクリレートであり、アミンは低級アルキル基
（エチル基やメチル基）であるモノマーを用いてそのモノマー由来の構造を有する。
【００６０】
【化２】

【００６１】
［共重合体（４）の調製］
　前記共重合体（１）の調製においてＴＢＡＥＭＡ（モノマー（Ｂ－１－１））に代え、
ＤＭＡＥＡ（モノマー（Ｂ－２－２））を用いて、前記共重合体（１）の調製に準じて、
モノマー仕込み量を変更（ＢＨＡ：６．９ｇ、ＤＭＡＥＡ：３．５ｇ）し、共重合体（４
）の製造を行った。モノマー（Ａ－１－１）由来の構造は推算値として約７，０００（ｇ
／ｍｏｌ）、モノマー（Ｂ－２－２）由来の構造が約１，５００（ｇ／ｍｏｌ）の共重合
体であった。また、共重合体（４）（ＳＣＣＢＣ）も、ＩＲ分析の結果原料となるモノマ
ーの双方由来のピークを有しており、共重合体となっていることを確認することができた
。共重合体（４）の一般式を以下に示す。
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【００６２】
【化３】

【００６３】
［共重合体（５）の調製］
　前記共重合体（１）の調製においてＴＢＡＥＭＡ（モノマー（Ｂ－１－１））に代え、
ＰＧＭＡ（モノマー（Ｂ－３－１））を用いて、前記共重合体（１）の調製に準じて、モ
ノマー仕込み量を変更（ＢＨＡ：４．８ｇ、ＰＧＭＡ：２２．４ｇ）し、共重合体（５）
の製造を行った。モノマー（Ａ－１－１）由来の構造は推算値として約３，０００（ｇ／
ｍｏｌ）、モノマー（Ｂ－３－１）由来の構造が約６２，０００（ｇ／ｍｏｌ）の共重合
体であった。また、共重合体（５）（ＳＣＣＢＣ）も、ＩＲ分析の結果原料となるモノマ
ーの双方由来のピークを有しており、共重合体となっていることを確認することができた
。共重合体（５）の一般式を以下に示す。特に共重合体（５）はモノマー（Ｂ）由来の構
造のブロックを、１０，０００以上や３０，０００以上のように分子量を大きいものとし
やすく約６万を達成している。このモノマー（Ｂ）由来の構造がメッキ接着性に寄与しや
すいと考えられ、この構造の分子量を大きいものとして製造しやすい点でもメッキ助剤用
の共重合体として優れている。
【００６４】
【化４】

【００６５】
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［共重合体溶液（メッキ助剤溶液）の調製］
　前述の方法で入手された共重合体を、酢酸ブチルを溶媒として、７０℃にて混合撹拌す
ることで溶解させて、共重合体溶液を調製した。
【００６６】
［表面修飾工程（浸漬処理）］
　基材（実施例１ではＬＤＰＥフィルム）をアセトンで洗浄して表面を清浄化させた後、
前述の共重合体溶液に室温で５秒間浸漬させ、その後、常温で静置し自然乾燥させること
で、表面修飾したＬＤＰＥフィルムを得た。この表面修飾したＬＤＰＥフィルムには、共
重合体の層が表面に設けられている。
【００６７】
［表層触媒化工程］
　前述の表面修飾工程を行って得た表面修飾したＬＤＰＥフィルムを、３５℃に調整した
ナノパラジウム分散液に３分間浸漬させた。その後、水洗し、３５℃に調整した０．１Ｎ
塩酸水溶液に１０分間浸漬させた。これにより、表層を触媒化させたＬＤＰＥフィルムを
得た。なお、後述する実施例２ではＬＤＰＥに代えＨＤＰＥフィルムを用いて同様に試験
し、実施例３では多孔膜を用いて同様に試験した。
　この例として、共重合体（１）を用いて表面修飾（ＰＥ＋ＳＣＣＢＣ）したものと、そ
の後に表層触媒化したもの（ＰＥ＋ＳＣＣＢＣ＋Ｐｂ）のＩＲスペクトルを評価した結果
を図３に示す。３３００ｃｍ-1や、１６００ｃｍ-1付近にピークがみられることから、表
層触媒化できたことが確認される。
【００６８】
［メッキ処理工程］
　前述の表層触媒化工程を行い、表層を触媒化させたＬＤＰＥフィルムを、３５℃に調整
した無電解銅メッキ浴に１０分間浸漬させた。これにより、ＬＤＰＥフィルムの表面にメ
ッキ層を得た。
【００６９】
［実施例１～３］
　前記した共重合体を用いて、［共重合体溶液（メッキ助剤溶液）の調製］、［表面修飾
工程（浸漬処理）］、［表層触媒化工程］、［メッキ処理工程］を行い、ＰＥ成形品のメ
ッキ処理品を製造した。
　具体的な共重合体や、溶液の濃度については、表１に示す。
【００７０】
【表１】

【００７１】
［メッキ処理フィルムの外観］
　実施例１により得られたメッキ処理フィルムの外観写真を図４に示す。このように、メ
ッキ処理フィルムの表面は、銅の光沢が確認されるものだった。また、折り曲げ等しても
メッキ層ははがれにくく安定したものだった。また、実施例２により得られたメッキ処理
フィルムも、銅メッキされたものだった。ただし、ＨＤＰＥフィルムを基材としているた
め実施例１よりも折り曲げ等を行ったときにやや安定性が低いものだった。
【００７２】
［ＸＲＤ評価結果］
　実施例１により得られたメッキ処理フィルムのＸＲＤ分析結果（横軸は２θ）を図５に
示す。メッキ処理フィルムには、４２°付近に、Ｃｕ（１，１，１）のピークが確認され
、ＸＲＤの試験結果からもメッキ層が得られていることを確認することができる。
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【００７３】
［断面ＳＥＭ写真］
　実施例１により得られたメッキ処理フィルムのＳＥＭによる断面観察像を図６に示す。
【００７４】
［メッキ処理多孔膜の外観］
　実施例３により得たメッキ処理多孔膜の外観を図７に示す。図７の左側は、メッキ処理
前の多孔膜であり、右側が実施例３のメッキ後の多孔膜である。多孔膜の全面が銅の色に
メッキされていることが確認でき、多孔膜のメッキ品を得ることができ、水などの溶液が
メッキ後の多孔膜を透過することから多孔性が保持されていることも確認できた。
【００７５】
［実施例４～６］
　前記した共重合体を用いて、［共重合体溶液（メッキ助剤溶液）の調製］、［表面修飾
工程（浸漬処理）］、［表層触媒化工程］、［メッキ処理工程］を行い、ＰＥ成形品のメ
ッキ処理品を製造した。
　具体的な共重合体や、溶液の濃度については、表２に示す。実施例４～６については、
ＬＤＰＥフィルム、ＨＤＰＥフィルム、ＵＰＥ多孔膜（内径０．５μｍ）、ＵＰＥ多孔膜
（内径１０ｎｍ）を基材としてメッキ試験を行った。
【００７６】
【表２】

【００７７】
［メッキ処理フィルムの外観］
　実施例４に係る共重合体（３）のＢＨＡ－ＤＥＡＥＡ共重合体を用いたメッキ試験結果
を図８に示す。また、実施例５に係る共重合体（４）のＢＨＡ－ＤＭＡＥＡ共重合体を用
いたメッキ試験結果を図９に示す。また、実施例６に係る共重合体（５）のＢＨＡ－ＰＧ
ＭＡ共重合体を用いたメッキ試験結果を図１０に示す。図８～１０においては、左列から
処理前の基材、表層触媒化工程後の状態（Ｐｄ触媒吸着後）、メッキ処理工程後の状態（
Ｃｕめっき後）の状態を示す。
【００７８】
　実施例４～６のいずれにおいても、基材にメッキ処理をすることができた。ＨＤＰＥフ
ィルムよりもＬＤＰＥフィルムの方がムラが少ないメッキ処理品を得ることができた。ま
た、ＵＰＥ多孔膜は内径１０ｎｍよりも内径０．５μｍのもののほうが平滑性に優れたメ
ッキ処理品を得ることができた。また、実施例６に示すように共重合体（５）のＢＨＡ－
ＰＧＭＡ共重合体を用いたとき、最もムラが少なく、平滑性や均質性に優れたメッキ処理
品を得ることができた。
【産業上の利用可能性】
【００７９】
　本発明によれば、ポリエチレン系樹脂の成形品に安定したメッキ処理を行うことができ
る。これにより、従来、困難と言われてきたポリエチレン系樹脂の成形品のメッキ処理品
が提供され、多分野の産業に利用することができる。
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